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第 I章緒
千葉県市原郡は千葉県の略々中央に位し，房総半
島の東南部に発し，西北に流れ:東京湾に沿ぐ養老
第 章研究資料及び研究方法E
言
川の流域で，道路，鉄道はすべてこの川に沿って在
東北部(長生郡〉との三方の境は，夫々小高い嶺を
以て境されている。今この郡の住民の指紋を採集し
得.たのでこれを整理し以下その成績を述べる。
1第 章研究資料及び研究方法 
資斜は市原郡下において，小，中，高等学校の生
徒から得たもので，祖父母以来，三代に亘り本郡に
居住し，本籍を有するもので，他郡及び他県出身者
1 名は全部除外した。しかして調査人員は総数 000， 
である。方法はプリ ト用イシクを以て半紙に押捺γ
した像を用いた。分類法比小池教授の提唱し
る。この郡の東南部(夷隅君め，西南部(君津郡)，
次
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第V章結 論
主要文献
し，之等の杏順位の聞には何れも確差が存在する。
従って左右合計に於ても S，OW，ODS，8の順位
を示L，之等の聞に確差がある。
示指左手に於ては， S-OW群， B，ODSの順
位を示している。これらの順位の聞には確差が存在
するが， Sと OWとの聞には確差はなし、。
右手に於ては， S-OW群， 8-0DS群の}I開立を
示しているが， Sと owとの間， 8と ODSとの
聞には確差は存在しなし、。左右合計に於ては， S， 
OW，8，ODSの順位を示し，之等の各順位の間に
は何れも確差が存在する。
中指左手に於ては Sが第 1位，OWが第 2位
を示し，次に 8-0DS群のj順位であるがBとODS
との聞には確差は存在しなし、。
右手に於ては Sが第 1位， OWが第 2{立を示し
次に B-ODS群の順位であるが， Bと ODSとの
間にはやはり確差が存在しなし、。左右合計に於
[日本人の指紋Jの研究班に於て決定された， B，S， ては， S，OW，B-ODS群の順位であるが， Bと 
ODS，OW，の四項目分類によった。 
すべて出現頻度の比較には
M1....MzI、/示江元三3
を以て確差ありとした
'"OW /B-一一一~ー  S一一一一一ー ODS
第 11章成 績
第 1節各指計につL、て 
A 各指に於ける各型指紋の出現頻度(第 1表〕
揖指左手に於ては S，OW，ODS，Bの順位を
示し，之等の各順位の聞には何れも確差が存在:す
る。右手に於し、ても S，OW，ODS，Bの順位を示
ODSとの間には左右合計に於ても確差が存在しな
し、。 
環指左手に於ては OW，S，ODS-B群の順位
を示し ODSと Bとの聞には確差は存在しない。
右手に於ては，OWが第 1位， S が第 2{立を示す
が， ODSと Bとの間には，確差が存在しなし、。左
右合計に於ても， OWが第 l位， Sが第 2i立を示
すが， ODSと Bとの間には確差が存在しない。
小指左手に於ては S，OW，ODS-B群の順位 
を示すが， ODSと Bとの聞には確差が存在しな
い。右手に於ては S，OW，B-ODS群の順位を示
すが， Bと ODSとの聞には確差がない。
左右合計に於ても同様であって，第 1位は S，第
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2{立は OWであるが， ODSと Bの間には確差が に反して Sと OWは右手の方に多し、がこれらの
ない。 間に確差は存在しない。
B 左右差について 示指に於ては， 8と ODSは左手の方に多く，之
掠指に於ては， 8と ODSは左手の方に多く，之 に反して Sと OWは右手の方に多い。これらの
第 1 表
挺 指 
~ 左 手 右 手 左右合計実数 l % 実数! % 実数 l % 
B 47 4.70 :t0.67 29 2.90士 0.53 76 3.80士 0.43 
S 486 48.60士1.58 503 50.30士1.58 989 49必士1.12 
ODS 99 9.90土 0.94 64 6.40士 0.77 163 8.15士 0.61 
OW 368 36.80士1.52 404 40.40士1.55 772 38.60士1.09
刀て 指
'-_、
'，- 左 手 手 
ぜ¥実数! % 実数右 | % 
B 55 39 3.90 :t0.615.50士 0.72 
488S 48.80 :t1.58 508 50.80士1.58 
ODS 24 19 1.90士 0.432.40士 0.48 
43.30十1.57 434 43.40 :t1.57OW 
f'j=4 指
左右合計
実数 l % 
94 4.70士 0.47 
996 49.80士1.12 
43 2.15 :t0.32 
867 43.35士1.11
手 手ÄI~:I % 右実数 l % 左右合計実数| % 
23B 33 3.30 :t0.56 2.30士 0.47 56 2.80 :t0.37 
709 70.90士1.44 1320 66.00士1.06611 61.10士1.54S 
3.10士 0:55 16 1.60士 0.40 47 2.35士 0.34ODS 31 
577252325 32.50 :t1.48 25.20士1.37 28.85士1.01OW 
環 ナ旨
左右合計手
今も % 
右
実数!
手
%トI~:I 
166 0.60士 0.24 0.80士 0.2010 1.00士 0.31B 
75635.40士1.51 37.80士1.08402 40.20土1.55 354S 
220.60士 0.24 1.10士 0.23616 1.60士 0.40ODS 
120663.40土1.52 60.30士1.0957.20士1.56 634OW 572 
指
手 つ=仁一実 左 右合計
トド;| % % 実数| % 
B 
S 
ODS 
OW 
9 j 
690 
17 
284 
0.90士 0.30 
69.00 :t1.46 
1.70士 0.41 
28.40士1.43
8 
653 
7 
332 
0.80士 0.28 
65.30土1.50 
0.70士 0.26 
33.20 :t1.49 
17 I 
1343 
24 
616 
0.85士 0.21 
67.15士1.05 
1.20士 0.24 
30加士1.03 
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五指計 十 指 計 
ノ
ノ % 

実数| % 
B 105 0.24士3.08
2|実N
154 
% 
手 右 手
2.10士0.2 
、 267 53.54士 0.71 27S 54.54士 0.7 
ODS 187 12 0.27士3.74 2.4士 0.21 
OW 1982 39.64士 0.68 2056 41. 0.7士12
日~，実数 l 
B 士2.59259 0.16 
S 540 54.04土 0.5
ODS 
OW 
士2.929 0.17 
4038 40.38士 0.49 
聞に確差は存在しない。
中指に於ては， B，ODSと OWの三者共左手の
方に多く" Sのみが右手の方に多し、。此等の中 S
と OWは確差が存在し， Sは右手に OWは左手
の方に多し、。
環指に於ては， B，S，ODSの三者共左手の方に
多く， OWのみが右手に多し、。、
小指に於ては， B，S，ODSの三者共左手の方に 
多く， OWのみが右手に多い。
C 各型指紋の出現頻度の各指に於ける比較，即
ち，指別的差異について 、。
の左手
出56Eh30 
BI示|指|中 i環 i小 
Bは中指と環指との間に確差が存在し，示指，掠
指一中指群と環指一小指群とに分けられるのみであ 
る。これは被検者数の少いことにもよるが Bの出
現率の少いことによるものである。
出 61213412i:8[2iLI225 
S 小|中|示 掠|環I i
Sは小指，中指，示指-1母指群，環指の順位を示
し，これらの各順位の間には確差が証明される。示
指と揖指との簡には確差が証明されなし、。従って S
に於ては小指が第 1位，中指が第 2位，環指が第 5
位を示すことが決定され，示指と揖指とり何れが第
3位であるかは決定されなし、が，以上の順位の聞に
差は証明されないが，中指と環指との聞にはや L確
差に近し、差がある。従って ODSは揖指に多く出現
することのみが確実で、ある。
r~弘[出品目もI228居住3 
OWに於ては環指が第 1位， 示指が第2位， 掠
指一中指一小指がこの順位を以って第 3位を示すが 
揖指と小指との聞には確差があり，据指と中指の
間，中指と小指との聞には確差に近い差が存在す
る。従ってほど指別的差異があるといえよう。
b) 右手 
[i弘(己:r士山i8;iiir;24 
Bに於ては以上の順を示すが，中指と小指との間
に於て確差に近し、差を示すのみで他は差は証明され
ない。 
l224i220 12i38|2i38i221 
S 中|小|示|指|環I
S vこ於ては中指と小指との間，小指と示指との間
には犬々確差に近い差が存在し，掠指と環指との間
には確差が存在する。従って中指が第 1位，小指が
第 2位，示指一揖指群が第 3位，環指が第 5位とす
る事が出来よう。従って示指と挺指を除き，指別的 
差異が明かであるといえよう。
指別的差異があることは明かである。 
i出jJlit-ldJ山112340 
ODSj 1母 j 中|示|小|環
24出olU「瓦3i!記長
 
ODSに於ては掠指が第 1位， 示指で一中指群が第 
ODSは掠指が第 1{立， 以下はその順位の間に確 2{立を示している。抵指と示指との間には明かな確
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差があるが，示指と中指に於ては何れが第 2位であ
るか判明しなし、。中指と小指の聞には確差に近い差
があるのでソト指と環指を第 4位とすることが出来よ
Owl環[示 i挺|小(中
owに於ては環指が第 1位， 示指一掃指群が第
2位，小指が第 4{立，中指が第 5{立を示してし、る。 
之等の間には夫々確差が証明され，指別的差異が明
かである。
C 左右合計
21出3|2337lr:21l弘47!日
B! 示|揖|中(小|環 
Bは中指と小指の間に確差が証明される。従って
見掛上上記の順を示す。
ド715(6600 l4980 14945lm 
±1.05 I :t1.06 I士1.12I :t1.12 I士1.08 
S I小|中|示 12母|環
小指一中指群が第 1位，示指一揖指群が第 3{立，
環指が第5f立を示す之等の順位の間には確差が証明
されるが，小指と中指の間，示指と持指の聞の順位
は証明されない。 
「 ;1215:1ふ [110 
-TλJl±032102:1士 0.23
ODS 指 i 中|示|小 j 環
揖指と中指との間には確差が存在し，明かに揖指
が第 1位であるが，中指と示指の聞には確差は認め
られなし、。叉小指と環指との聞にも確差はない。し
かし示指と小指との聞は確差に近い差があり，指 
頂位とし、う事が)1指，中指ー示指群，小指一環指群の
出来よう。 
I~叶33513860|3080 12885 
士1.09 I士1.11 I士1.09 I士1.03 I:t1.01 
OW! 環 j 示{据(小 l中
環指が第 1{立，示指が第 2{立，挺指が第 3{立，小
指一中指群が第4位の順位を示している。それぞれ
の順位の聞には確差が証明される。従ってこれらの
順位の聞には指別的差違があるといえる。
第2節五指針について
指紋の出現には各絞型と各指との間に密接なる関
係が存在し，その出現頻度には指別的差違が存在す 
ることは各指計の検討によって明かになったが3 五
指計においては，各紋型と各指との関係を無視し，
左右の側別のみを考慮、し，左手又は右手において，
紋型を中心として，五指総計したものである。従っ
てそれぞれ性格を異にする指の集計であることを注 
意しなければならなし、。 
A. 出現頻度の順位
左右両手において，共に， Sが第 1位， OWが
第 2{立， ODS-B群が第3位を示す。 ODSと Bと 
の間には確差は証明されないが見掛上， ODS，Bの 
慣である。)1
B: 左右差 
B及び ODSにおし、て， 確差が存在し， 明かな
る左右差が認められる。すなはち，この両型とも右 
手の方に多く出現する。 S及び OWには左右差は
認められない。
第3節十指計について
十指計においては，五指計における，側別すらも
無視した数字である。すなはち，指別的差違も，側
別的差違をも無視し，全く紋型中心に集計された値
であることを考慮しなければならなし、。十指計にお
ける各型指紋の出現頻度は第 1表の通りである。す
なはち Sが第 1位， OWが第2位， ODSーB群が
第 3位を示す。 ODSと Bとの聞には十指計にお
し、ても尚確差が証明されない。
第 IV章総括及び比較
第 1節
市原郡の検査人員が 1，000名の少数の為に後述の
如く確差の証明されない項目もあるが，この郡は，
養老川流域で地理的条件を同一にするや L独立した
地域の成績であって，所謂純粋度の高いものと考え
られる。この意味に於てこの成績は充分尊重される
べきものと思われる。
(1)個々の指に於て各紋型の出現頻度の順位をみ
るに，左手及び右手揖指に於ては， S，OW，ODS， 
Bの順位が確立し確差が認められるが，他の指に
於ては確差のない紋型がある。従って，第 1{立，第 
2{立のみを考えると，出現頻度の順位は次の二式に
集約される。 
i) S，OWの順位， [左手， ~母指，中指，小指，
右手， ~母指，中指，小指 J ii) OW，Sの順位〔左
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手環指，右手環指〕次に左右両手を通じ最大の出現 ば， Bは青森県より少く， Sは秋田県より多<， 
率を示すものは，右手中指における Sの70.90士 ODSは青森，秋田県より少く ，OWは青森，秋田 
1.44であるのに対し最小の出現率を示すものは，右 県より多し、。
手環指における B及び ODSの0.60土 0.24であ
る。 第 V章結 論
(2)左右差をみるに，中指に於て， Sは右手に， 市原君I~住民(女子〉の指紋を小池式分数に従い，
OWは左手の方に多い。 調査の結果次の結論を得た。
(3)指別的差異をみるに，左手に於ては Bは示 (1)各紋型の中最高の出現率を示すものは，右手
は小指，S頂，1指一指指一中指群，環指一小指群の
慎，1中指，示指一指指群，環指の ODSは揖指， 中 
中指における Sであり，最低の出現率を示すもの
は，左手環指における B及び ODSである。 
は環指，示指，OW，頂1指一示指一小指一環指群の
にOW，慎，右手に於ては1据指一中指一小指群の
於てのみ明かな指別的差異があり，環指，示指ー抵
指群，小指，中指の順位である。 
(4)五指計に於ては左右両手共 S，OWの順位 
を示す。 
(5)十指計に於ては S，OWの順位である。
第 2節比較 
ここに於ては志村の東北地方住民の青森i秋田県
の女性五指計に於てのみ比較したい。 
a. 左手
語専「市原郡!青森県|秋田県 
B 1 3.08士 0.241 4.73士 0.161 4.50士 0.15 
S 153.54士 0.71161.48士 0.37158.24士 0.35 
ODS 1 3.74士 0.271 8.45士 0.211 8.50::!: 0.20 
OW 139.64士 0.681'25.34士 0.33 i28.77土 0.32
左手の成績は表の通りであるが，何れの紋型に於
ても確差が証明される。即ち， B，S，ODSの三型
とも秋田県，青森県より少く，逆に OWは青森， 
秋田県より多い。
b. 右手 
右手の成績は表の通りであるが， Bに於ては秋田
県との間， Sにおいては青森県との間に確差はない 
が殆んど確差に近い差を示している。以上を除け
ゐ明日誌|吉宗日 
B 2.10 :t0.20 1 3.52士 0.141 2.76土 0.12 
S 54.54士 0.70156.79士 0.37152.06士 0.35 
ODS 2.24士 0.211 5.98士 0.181 6.71土 0.18
1OW 141.12士 070i3371士 0.3638.48士 0.34 
(2) i)Bが多く出現するものは， 左右の示指， 
ii) Sが多く出現するものは，左手で、は小指，右手
では中指。
iii)ODSが多く出現するものは，左右の掠指 IV) 
OWが多く，出現するものは左右の環指。
(3)各紋型の出現頻度は，左右五指計及び十指計 
においては， S，OWの順位である。
(4)青森，秋田県との五指計の比較において，左
手においては， B. S. ODSはこれら二県より少く，
逆に OWは多い。右手においては， Bは青森県よ
り少く Sは秋田県より多く， ODSは青森，秋田よ
り少く ，OWは青森，秋田県より多し、。
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